
 

 

 

 

 

 

「新卒者等訪問看護師育成プログラム」 

運用マニュアル（Ver.2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4年 3月作成 

令和 5年 3月改定 

 

公益社団法人千葉県看護協会 



－1－ 

 

1．マニュアルの目的 

「新卒者等訪問看護師育成プログラム」（以下育成プログラム）は、平成 24 年度の作成

開始時から現在に至るまで、当協会職員が育成プログラム参加事業所の支援を行い、訪問看

護師育成の一端を担ってきた。その過程においていくつかの改善点を見出し、運用方法を見

直すことでより多くの訪問看護師の育成が可能になると評価した。 

本マニュアルは、運用方法の変更に伴う既存の育成プログラムとの整合性を図るための

ものである。 

 

２．既存の育成プログラムからの主な変更点 

   ※巻末「新卒者等訪問看護師育成プログラム計画 運用の変更等」も参照 

1） 学習支援者として看護協会担当者（以下協会担当者）の他に、訪問看護認定看護師等の

支援者（以下認定 Ns 等支援者）を置く。 

2） 学習支援者の役割分担として、プログラム全体の事務的な支援を協会担当者が、育成に

関する直接支援を認定 Ns 等支援者が行う。 

3） 「訪問看護実践センター室」は活動終了となっているため、「協会担当者・認定 Ns 等

支援者」に読み替える。なお、その業務は看護協会の範囲に含む。 

4） 学習支援者の参画は評価面接と学習支援者会議のみとし、振り返りカンファレンスは

事業所内（新人と指導者等）で開催する。 

5） 「学習支援者育成プログラム」（P19～20）は現在開催していない。新たに「交流会」

を開催し、新人育成に関する学びや情報交換の場とする。 

6） 対象を拡大し、「転職看護師（看護業務の実践にブランクのない状態で就業したもの）」

を含める。 

7） 運用方法変更に伴い、実施要領（P63～67）を改定する。 

 

 

３．育成プログラムの具体的な読み替えについて 

  次ページ以降を参照。 
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【P4】 ５． 学習課題を達成するための育成プログラム  

※１ 本研修は 2 年目に受講とする。 

研修名はプログラム作成時点のものであり、当該年度に開催される、千葉県看護協

会の該当研修に読み替える。 

※２ 非常勤職員等、最終的に 24 時間対応の実施を予定していない新卒者の場合は、事業

所の育成ゴールに合わせて最終到達目標の設定を変更する。 

※３ 新卒者の課題等に応じて、最低でもいずれか 1 か所は実施する。 

※４ 会議については、事業所内のメンバーで開催するものと学習支援者が同席するもの

を合わせた回数。 

  

※１ 

※２ 

※３ 

※4 

※4 
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【P5】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１ 勤務状況に合わせて 1~2 箇所設定し、2 箇所実施する場合は期間を分ける。 

※２ 事業所内の指導者等と新人とで実施する。認定 Ns 等支援者は評価面接の時期は

会議に参加する。 (WEB 参加も可)。 

※３ 認定 Ns 等支援者は、会議に同席していない時には、メールや電話等を利用して

新人・指導者を支援する。 

  

※１ 

※２ 

※３ 
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【P16】 

※１ ここにおける学習支援者は、認定 Ns 等支援者のこと。なお、支援内容を実施するた

めに必要な外部との調整（実習先の手配、シミュレーター貸与など）は協会担当者

が認定 Ns 等支援者の支援を実施する。 

※２ 定期的にステーション内でカンファレンス等が実施されるよう支援する。同席しな

い月については電話やメール等を利用して育成状況を把握する。 

  

※１ 

※２ 
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【P17】 ８．組織間連携による学習支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１ 協会担当者・認定 Ns 等支援者に読み替える 

※２ 黄色部分が認定 Ns 等支援者の実施する業務。それ以外が協会担当者の業務。 

  

※１ 

※２ 



－6－ 

 

【P21】９．学習支援で用いる記録用紙の紹介 

 

 

※１ 振り返り記録用紙として、プログラムに掲載されているもののほか、リフレクショ

ン用紙も運用している。新人の能力に応じて使い分ける。 

※２ 新人が学生時代に活用したもののほか、ST で利用しているものがあればそれを用い

てもよい。 

 

 

 

【P37～】 

 

※１ 司会進行、記録は同席した場合に実施 

  

※１ 

※２ 

※１ 
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